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=古植物学講座④1

植物がこの地上(こ現われた時

1.先苑シブ製ア編の生物

私たちが賢の前で実際見ることのできる構物化看のう

ち最も古いものは地球の歴史の上で遠く先物ンフジア

紀層中にまでさかのぼること秘できる｡しかしわ淡

国の中でごうし夜光労ンブリア紀の地層が存在している

といった証拠は今までのをごる襲だつかめていないの

で何となく縁が遠いような氣かしてなら加'.

しかしかつて大陸に屍をふみ入れた人扱らばアジア

やアフリカの大陸においてはこの時代の地層カミいかに

広い面積をしめて広がっているかまた重要な意味を

もっているかを感じさせられたことだろう.

“地球の皮"ともいえるようなこの地層は音は無

生物の時代といわれた.しかしその後この時代は始生

代(Archaeozoic)と原生代(Proterozoic)にわげられ

たがある地域によってはこうした区分もつきにくいこ

ともある.こうして2分された時前者は生物の存在

カミはじめて認められた時代であり後者はさらにその存

在がはっきりと知られた時代である.

このような地球の歴史のはじめに近い時代では生物

とv･っても下等塞だは原始的溶ものが生じ淀であろうこ

とは当然考えられること潜るプ

広い大陸の兜吻ンブリア紀の地層の申から生物の化

石またはそうではないか&考克られるものぽどんな種

類カミあるだろうかすでに見出されたものをもとにして

それらを調べてみよう司

まず今蛮では植物体であるとほぽ認められているもの

にCo1亘鰍{a(鷲レ黒ア)C⑩榔的桝⑬滋(鴛ノフイトン)

Crypt鰯簑鰍(クリプトゾｰン)扱どというものカミある.

これはおもぽアメリ物大塵とアジア大陸で知られてはい

るがその他蘭方の大陸匁厚でも類似のものも発見ポ報

告されている､

一方欧州のフィンランドの先愈ンブリア紀の地層中か

徳永童元

らはCorycium(コリシウム)というものカミ見出されて

いる.またEozOon(エオゾｰン)という藻類状のも

のも以前には報告されている.いずれも渦巻状または

円盤状をなしている径数｡mから数10cmのもので群

体をなしていることカミ多い.

これらカミ生物なのかまたは無生物なのか意見のちが

うv･くつかの例をあげたカミらそれらポどういう所にあ

るのかおもな産地をたどってみる.

愛抽藻類状化眉⑳いるいる

｡鮒粋地鋤(滋リシウム)というのは写真でみられるよ

うは断繭では輸のよう慰み免るものでセタ…赤ルム

ス(s嚢舶曲び鵬)ぬよってフィンランドの先カンブリ

ア紀の地層帝から発屍された｡このような輸状の痕跡

ならばわ秘国の鶏三紀層の申でも同じようなものがある

といわれる方があるかもしれない｡事実私たちが堆積

層の砂岩な星の中紀同じよう狂輪模様をみることばあ

ってもζれば時代もちがい物もちがう皿しかしこ

うした現象カミ無機的にもできるのではないかという疑い

をもつ人力茎あるのもにた形のものが必ずしも先カンブ

リア紀の地層中にだけ限られて産出するのではないとい

う理由によるからだろう.

こうしたコリシウムについての論文がでたのは1800

年代の終りから1900年代のはじめにかけてであってそ

れらが含まれている地層は先カンブリア紀とされてい'

た.その後の研究でその地層が始生代のものとされ

たのでこれは最も苦いものであるとい克よヅ

∵琴1図C07ル紬閉2"g榊κω肋(1933Se獅鮒d)フィンランド産

第2図Co〃ε舵地6ツ伽滅伽"(GRABAU)の一部中国東

北区南山北ろく関東統産(埼玉大学地質学教室蔵)�
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Coηo肋刎幽g伽枕㈱は長さ10～20cm表面の

壁のところに多くの炭質物があるという.こうしたは

っきりとした化石体のほか生物の存在を示すいくつか

の事実沸ある.

たとえば北米｡ブラジル･インドたどでは先カン

ブリア時代の地層中には鉄鉱床･石墨の鉱床などが含

まれているがこのことはバクテリアやその他の微生物

･生物匁とが関係していることを示している.

ある先カンブリア紀層の中に藻類ビスケットといわれ

る渦巻形の平たいものカミ発見されている.ビスケット

といえば食べられそうな気もするがこれらがどんな

環境の下にできたのか現在の環境の下でその存在を調

べてみると北米やオｰストラリアの湖沼地帯で冬に雨

の非常に小柱いところの湖底などにできているという.

それでこれらの化石のできた時などが幾分なりとも推定

できようというもの;である.

Co11eniaとCryptozoo五

コレニアやクリプトゾｰンが生物体であるかどうか

学者によってその意見は一致していない.前にのべた

ようにこれらの形と非常によく似た堆積現象が他にも見

られるので疑わしいと考えるのも無理からぬことである.

無機的にこうした輸状の綿カミできる例として私たち

は｢リｰゼガングの輸｣という化学的反応を思い出す.

ある物質のゲル中に他のもう1つの物質の濃い溶液

またほ結晶を入れるとそれを中心として反応カ洞心円

状におこり美しい輪模様を描き出す具体的にいえば

ゼラチンをよく水にとかしその中に少量の過マンガン

酸カリを加えこれを冷やしてゲル状としその中心部

に硝酸銀の緒晶をおくと赤褐色の美しいリングができる

こうした現象から考えてみるとある学者はこの同じ

円状のものが植物体の1部ではなく海底のコロイド状

の石灰質泥こそは炭酸石灰の同心円状の模様を作り出す

のにじゅうぶんな条件を備えていると主張している.

第3図Colleniaメキシコ北藺部カボルカ(Caborca)麓

(埼玉大学地質学教室蔵)

第5図Cryptoz00nサラトガ産
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繁妻畷㌫茅鮫概⑪㈱⑳鍵禽稼米鰯鴛楓一擬一タ州サ繋トガ産

(鰯婁畿燃撚浅)

第6図藻類灘体(CryptOz00nと恩われる)氷河国立公園産(モンタナ州)

(1960,G!acierN.P,Service､�



こうした考えを一時はなれてこれらが植物体であると

いう立場の人たちの意見をみることにしよう.

米国の北西部のモンタナ州とカナダのアルバｰタ州と

の境にある氷河国立公園(G1acialNationa1Park)には

雄大な美しい氷河があリロッキｰ山脈の北方への延長

の山々が広がっている.この地域には先カンブリア紀

から第三紀に至る間の地層があるがその最下部の先カ

ンブリア紀層中にはこの渦巻の化石がみごとにのこっ

ている.

柱状図で示したようにSiyeh層は黄色をおびた石灰

岩からできている.100mほどの崖のうち60mほどは

この渦巻状の藻類からなる岩石である.その渦巻状の

灘体というのは径20cmから30cmで中心はキャベツ

の輪切リのような模様を呈している.

いろいろ調べてみるとこうした藻類化石をみるには

ここが一番よいようでありホテルからすぐ見にゆける

というのも珍しいといえるだろう.

この藻類は先カンブリア紀のどういう環境の下に繁茂

したのかと調べてみると先カンブリア紀の時代今の

アラスカ方面から南の西部諸州へかけて細長い海(B

eltGeosyncline)が入っていたことが考えられている.

この地向斜帯に堆積した地層の中にこの藻類化石が

見出されるというのでこのよう狂浅い泥勝ちの環境カミ

この生物の生棲に好適であったとみなされている.写真

で示したものはその公園のガイドブックの中にのって

いるものでホテノレの窓からもこの化石の入っている地

層がながめられるということである.･クリプトゾｰン

というものはこれと非常によく似ている.

織

鶏列藪

またコレニアというものはすでにアジア大陸の先

カンブリア系からもよく知られている.埼玉大学の地

質学教室にある標本をみると赤褐色のやや光滑のある

外観をしておりその大きさは半分ほどで15cm同心

円状のひだのようなしわが顕著で略る.これは中国の

東北区の関東統から産出されたものでC0"肋三α

i1;1二1ふ｡旨〕､･

籔顯室鵬｡Φ独氷河頚並公鰯麓(螂簑割鮒妻鮒※.夢.§竈榊1欄)

ト㌦皆

第9図このような温泉余±の中にも輪状のもようが見られることがある

鏑婁閲鐵ぎ幽懸刺ご㌫湘飾郷0節が入りている

(エ燃餐､艶汰鼠慨y械側飢…飲｡到.黛.)

第10図似て非なるもの第三紀の眼紋炭(石狩炭田朝目炭鉱産)

この眼ヨ;は動力変成によってできたもの�
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0ヅ棚火αと命名されている.また同教室にはメキ

シコの北西端に近いカボノレカ(Caborca)という所から

採集されたCoueniaもあるがこの方は写真でみるよ

うにやや白色の同心円状の模様がみえる.

こうした縞模様は前に述べたようにまたちがった見

方をすれば無機的生産物であると主張もできよう.1

同心円状の目の模様は石炭の中にも見られることカミあ葦

萎

る.この似て否荏るものについて少し述べてみよう.嚢

米国の古生代ペンシノレベニアンの石炭の中には一面1

に円状の模様か成層面上に見られることがある.

この石炭を眼紋炭といっているがその成因につい1

でこれは藻類でありその断面や灘体躯こうした模様を嚢

作り出したのだという説カミあった.

しかしその後石炭顕微鏡学の発達にともないそれら

カミ藻類からできているのではなく動力的影響による現

象の産物であるという考えにおちついている.

わか国の第三紀の石炭にも眼紋炭がある.写真に示

したのは北海道の石狩炭田朝目炭鉱から産したものだが

その薄片をみて;も藻類状の構造はなくすべて内部の組

織は断片的となって〉･る.やはり動力変成によって生

じた現象と考えてもよ〉'ように思う.

その他世界各地で報告されてv'る党カンブリア紀から

古生代におけるこうした形をしている化石を調べてみる

と英国の二畳紀石灰岩の中からは同心円状の形を示す

黄色の生物体化石カミみつかりそれカ茎含マンガン石灰岩

の形成に関係あるといわれている.またこのほか欧州

の先カンブリア紀の地層中からいくつかの生物体化石と

考えられるものが産出してル'る.それらをあげてみ

るとまずCακ10ε00〃加肋肋刎と名付けられたものほ

ヘルシングフォノレス(亘elsingfors)によって見出され

またカナダのオンタリオ州ではアテ々コガニア(Atiko-

kania)という同心円状の構造をもったものが見出され

これは海綿あるいは無機物と考えられている.

日本地質学会第71牟総会･集会開かる

日本地質学会の第71年総会は4月4目東京上野の

東京科学博物館の講堂で開催された.本年は広田

孝｣氏(日本応用地質学会会長)の｢応用地質の諸

問題について｣と題する特別講演があり基礎地質

学と応用面との結びつきについてとくに数々の得

るところ茄あった.

4月5･6目の両目は浦和市の埼玉大学文理学部

に会場を移し講演会か行征われた.本年は例年よ

第11図リｰゼガングの輸自然界でもこのようなものが無機的にできるという

以上いろいろあげたカまCo11eniaCryptozoonSt㎝o･

phycusなどはいずれも藻類であるという考えとこれ

を否定し無機的生産物であるという考えと2っあるとい

うことであって生物の起源についても具体的な化石か

らでは完全に解決できない問題を含んでいる.

何はともあれ原生代になれぱこの他動物化石もあり

古生代になれば急激に動植物が増加しその存在の証拠

も数多い.次回は古生代における植物の変せんのう

ちv'くつかの特長のあるものをとらえてその実態を

探ることとしょう.
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(筆者は燃料部石炭課)

りも講演数も増し計247の講演は5会場にわけら1

れそれぞれ専門分野の研究業績の発表が行柱われ1

た.会期中は天候にも恵まれ桜花咲きほこる会1

場は地質挙関係の出席者400人をこえるというにぎ1

やかさで研究の成果と連絡とにじゅうぶん学会と…

しての役割りを果たした.=

夜間小集会としては地下水･地層名辞典･地学教1

育･火1砕流･地質学長期計画などカミあり会期後は1

秩父ほか5方面の見学旅行が行なわれた(徳永記)1�


